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中期事業計画（平成 30年 6月期～平成 32年 6月期）策定に関するお知らせ  

当社は、このたび、平成 28年８月 12日に発表した 3か年中期事業計画について現状の事業の進捗を鑑み

て見直しを行い、新たに中期事業計画を策定しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．中期事業計画の策定 

当社は、遺伝子診断分野において自動化システム製品の提供を通じて、事業の成長による社会貢献を

目指しています。 

当社の事業分野である遺伝子診断市場において、自動化システム製品の利用用途が、従来の研究用途

から臨床診断用途へと大きく変わっていく動向を踏まえ、現状の製品開発状況及び販売計画を含めた事

業の進捗を鑑みて、この度中期事業計画の見直しを行いました。 

 

２．中期事業計画の概要  (詳細は別添資料) 

 中期事業計画の見直しについて 

1. 中期事業計画(平成 30年 6月期～平成 32年 6月期) 

 1-1 分子診断市場の動向 

    1-2中期事業計画(損益計画) 

  1-3 OEM・自社製品別売上計画 

  1-4 セグメント別売上計画 

2.  トピックス 

  2-1 資本業務提携契約締結 

  2-2 ウェブサイトリニューアル  バイオシステムネットワークを通じた PSSの社会貢献     

3.  IR Q&A (株主・投資家の皆様よりよく受けるご質問より)  

「バイオシステムコンセプト」の提案事例 

 

３．数値目標                                                                      

   (単位: 百万円) 

 平成 29年 6月期 

(実績) 

平成 30年 6月期 

(予算) 

平成 31年 6月期  

(計画) 

平成 32年 6月期 

(計画) 

売上高 3,847 5,000 5,700 6,500 

営業利益 △440 △100 200 550 

経常利益 △428 △120 180 530 

当期純利益 △555 △130 170 520 

*為替レートは、１ドル＝110円、１ユーロ＝130円の前提とします。 

 

注）本資料に記載する計画数値は、現時点において入手可能な情報に基づき、独自の判断により作成したものであり

ますが、実際の業績は、今後さまざまな要因によって計画数値と異なる場合があります。                                      

  以 上 
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中期事業計画の見直しについて  

 当社グループでは、遺伝子診断市場のトレンドを捉え、事業フィールドを研究開発分野
から臨床診断分野へ移行するともに、製品構成は装置中心から試薬・消耗品ビジネスへ
の事業転換を掲げています。 

これを踏まえて、中期事業計画の方針として、 
①既存OEM取引の深耕及び新規OEM契約の獲得 
②自社製品のラインアップの充実と販売強化 
③試薬ビジネスをはじめとする製品コストダウンによる利益率の向上 
を掲げ、売上拡大と利益確保を推し進めます。 

一方で、当社グループにとって開発活動は、バイオベンチャーとして事業を拡大していくために
は必須のものであり、また今後さらに自社販売を拡大していく中では体制構築のため追加投
資も要するものと考えますが、収益とのバランスを考慮していくことで、今後１～２年内の営業
黒字を実現を目指します。 
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中期事業計画の内容 

1. 中期事業計画(平成30年6月期~平成32年6月期) 
  1-1 分子診断市場の動向 
     1-2中期事業計画(損益計画) 
  1-3 OEM・自社製品別売上計画 
  1-4 セグメント別売上計画 

 
2.  トピックス 
  2-1 資本業務提携契約締結 
  2-2 ウェブサイトリニューアル 
    バイオシステムネットワークを通じたPSSの社会貢献 
     
3. IR Q&A (株主・投資家の皆様よりよく受けるご質問より) 
    「バイオシステムコンセプト」の提案事例 

 



単位:Billion USD(約1,200億円) 

  

Jain PharmaBiotech, "Molecular Diagnostics”, July 2013 
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遺伝子診断市場の利用目的が、臨床研究から診断用途向けに変化のトレンドを示しています。しかしながら、臨床
研究市場も着実な成長市場です。 
 

  1-1 分子診断市場の動向 (市場トレンドの変化) 

(平成24年） (平成29年） (平成34年） 



売上は3年間で約70％強の増加を計画し、H31/6期より業績黒字化を目指します。 
     為替レートは、１ドル＝110円、１ユーロ＝130円の前提とします。 
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(単位:百万円) 

  
 
 
  1-2 中期事業計画(損益計画) 
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OEM先の売上げは堅調に推移 
自社販売は急増し、H32/6期は全体の約40%の売上構成比を見込んでいます。 

  
 
 
   1-3 OEM・自社製品別売上計画 

製品別売上高  (単位:百万円) 
 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H29/6期(実績) H30/6期(計画) H31/6期(計画) H32/6期(計画) 

NPS

OEM

直販 



7 

  
 
 
  1-4 セグメント別売上計画 
 
 

セグメント別売上高 (単位:百万円) 
 

装置の売上げは堅調に推移 
試薬・消耗品の売上が拡大してH32/6期には、全体の約40%の売上構成比を見込んでいます。 
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 資本業務提携締結による業務面及び資金面の事業基盤強化 

 「株式会社日立ハイテクノロジーズとの資本業務提携、第三者割当による新株式発行及び主要株主の異動に関するお知らせ」   
  （平成29年5月15日 ） 

2-1 資本業務提携契約締結 

資本業務提携の内容 
1,業務提携の骨子 
①PSSが開発した核酸抽出システム及びその試薬を日立ハイテクが販売する。 
②PSSが開発する小型遺伝子検査システム及びその試薬を日立ハイテクが販売する。 
③PSS及び日立ハイテクの技術を活用し、日立ハイテクが中型遺伝子検査システムを開発し販売する。 
試薬については当社及び第三者が開発し日立ハイテクが販売する。 

2,資本提携の内容 
PSSは、第三者割当により、日立ハイテクに当社普通株式2,310,000株を割り当てをする。 

3,役員の派遣 
PSS及び日立ハイテクは、協議の上で日立ハイテクが指名する者を、当社の定時株主総会において当社の取締役

候補とする選任決議案を付議することについて合意しております。その時期及び具体的人選については、今後の
協議により決定する予定です。 
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 PSSの製品技術の魅力を伝えるためにウェブサイトをリニューアル致しました。(平成29年7月3日) 
 

2-2 ウェブサイトリニューアル 
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2-2 ウェブサイトリニューアル 

「バイオシステムコンセプト」の提案 
 PSSのオリジナル技術・製品コンセプトを明示 
 

シンプルな技術ゆえに可能となった、 
高精度、コンパクト、汎用性が高く、 
メンテナンスが容易なシステム。 
多様な分野におけるユーザーフレンドリー 
かつオープンシステムを創造していきます。 
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「PSSバイオシステムコンセプト」の提案により、 
多様な専門分野の要求に正確に応える技術ネットワークが世界中に広がっています。 

2-2 ウェブサイトリニューアル 

世界に広がるバイオシステムネットワーク 
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バイオ業界の多様な分野における自動化システムの開発・販売を通じて、 
生体情報の有効活用による社会貢献を目指します。 

2-2 ウェブサイトリニューアル 

バイオシステムネットワークを通じたPSSの社会貢献 
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3 IR Q&A (株主・投資家の皆様よりよく受ける質問より) 

 (質問) 「国立がん研究センターなどは、血液一滴で乳がんなど 
 １３種類のがんを早期発見する新しい検査法を開発し、 
 早々に臨床研究を始める。」と報じられましたが、 
 PSSの検査機器による検査方法ではないでしょうか。 
 開発の進展状況はいかがですか。 
 

（回答）本件は自社発表ではないので、個別に具体的なコメントは差し控えさせて頂きますが、関連するテーマとして従
前より重要な研究開発テーマとして国家プロジェクトに参画しています。過去のインフォメーション記事では、 
「PSSが、NEDOプロジェクト「体液中マイクロRNA測定技術基盤開発」の委託先として採択される。(2014年06月12日) 
http://www.pss.co.jp/information/2014/06/12083314.html   
また、最近のインフォメーション記事においても 
PSSの全自動遺伝子解析装置に関する原稿執筆の報告(2017年07月11日) 
http://www.pss.co.jp/information/2017/07/11100223.html 
にて情報発信を行っており、今後も本テーマに関する進捗や成果等を何らかの形でご報告させてせ頂きます。 

世界に広がるPSSのバイオシステムネットワーク 
「バイオシステムコンセプト」の提案事例① 
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3 IR Q&A (株主・投資家の皆様よりよく受ける質問より) 

（質問）全自動遺伝子検査システムのブレイクスルーについて（geneLEADⅧ） 
 １ この装置は、次世代シーケンサーか 
 ２ 新聞にて次世代シーケンサー（塩基配列解析装置）を 
 用いたがん遺伝子の一括検査が2018年にも保険適応になるという記事が 
 載りましたが、この装置は対応できるものですか。 
 ３ 前記２で対応できないとすると、貴社は対応機種を開発しないのですか。 

（回答１）次世代シーケンサーではありません。geneLEADⅧはリアルタイムPCRを搭載した 
即時に特定の遺伝子を読み取る全自動遺伝子診断システムです。 
 一方で、次世代シーケンサーは、遺伝情報を持つ DNA の塩基および、この配列を、 
同時並行で大量に読み取る解析装置です。一般的にはリアルタイムPCR装置に対して、 
一度に高価で検出感度は低いが、検出可能な遺伝子が大量に行える特徴があります。 
 
（回答２）回答１にて示したように次世代シーケンサーではないので、網羅的な遺伝子診断・解析は 
できませんが、本製品は当初は感染症分野、将来的には市場ニーズがあれば高感度で行う特定項目の 
がん遺伝子検査を行うことを視野に入れています。⇒次項「PSSがﾀｰｹﾞｯﾄとするｵﾘｼﾞﾅﾙ試薬開発項目」参照 
 
（回答３）PSSのDNA自動抽出装置は「次世代シーケンサーの前処理工程」で利用されており、そういう意味では製品販売は行ってい
ます。過去のインフォメーション記事 「(遺伝子解析用途)次世代シーケンサーのPSS前処理技術と製品について原稿執筆の報告」 
（2014年03月11日） http://www.pss.co.jp/information/2014/03/11131721.html をご参照下さい。 
 現状においてはＰＳＳ自体で次世代シーケンサーを取り扱っていませんが、オープン(汎用性の高い)な自動化システム技術を持つ 
ＰＳＳにおいては、将来次世代シーケンサー関連製品の開発及び販売をする可能性はあります。 

世界に広がるPSSのバイオシステムネットワーク 
「バイオシステムコンセプト」の提案事例② 
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試験項目 解析対象 検査項目概要 

スティーブンジョンソン
症候群 （SJS） SNPs （遺伝子多型） 

投与された薬剤により起きる重篤な副作用である、    
スティーブンジョンソンシンドローム（重症薬疹）の発症  
予測。遺伝子多型の判定により予測が可能。 

デング熱 ウイルス遺伝子 デング熱の原因となる、デングウイルスの診断。 

B型肝炎ウイルス 
ウイルスタンパク 

 
ウイルス遺伝子検出 

B型肝炎ウイルスの遺伝子型を決定することで、ウイルス
型に適した治療方針の選択が可能。 
 
ウイルス自身の高感度検出により、HBVオカルト感染に起
因する劇症肝炎のモニタリングにも適応可能。 

抗ガン剤 遺伝子変異 
遺伝子多型 

がん細胞における遺伝子変異を調べることで、抗がん剤
の効果予測が可能。 
 
遺伝子多型を調べることで、副作用の予測、効果予測が
可能。 
 

    PSSがターゲットとするオリジナル試薬開発項目 

15 

複数項目の遺伝子診断薬とセットになった全自動遺伝子検査システムが、 
臨床診断の現場で利用されることによる社会貢献を目指しています。 
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 本日は、PSSの事業説明の機会を頂きまして、誠に、ありがとうございます。 
今後とも、ご理解、ご支援を賜りますよう、何卒宜しくお願い申し上げます。 
 
 なお、本資料には、当社の計画と見通しを反映した将来予測に関する記述を含ん
でおります。これらは、本資料作成時において、入手可能な情報に基づいた予想値
であり、潜在的なリスクや不確実性が存在しています。そのため、本資料に記載され
ている将来見通しが、実際の業績と大きく異なる場合があることを、ご承知おきいた
だきますよう、お願い申し上げます。 
 

平成29年8月14日     
プレシジョン・システム・サイエンス株式会社 

URL：www.pss.co.jp 
 

（お問い合わせは、IR・社長室まで） 

電話： 047-303-4800 
メール：ir@pss.co.jp    
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